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議
員

平
塚
駅
周
辺
は
汚
水

と
雨
水
を
同
一
の
管
渠
に
集

め
て
処
理
を
す
る
合
流
式
下

水
道
区
域
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
区
域
は
下
水
道
事
業
を

開
始
し
て
か
ら
四
〇
年
以
上

経
過
し
て
い
る
が
、
老
朽
化

し
た
管
渠
の
改
築
方
針
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

下
水
道
部
長

昭
和
三
十
九

年
度
に
国
か
ら
認
可
を
受
け

て
工
事
に
着
手
し
た
合
流
区

域
の
公
共
下
水
道
は
、
五
〇

年
と
い
わ
れ
る
管
渠
の
標
準

耐
用
年
数
に
近
づ
い
て
お
り
、

段
階
的
に
下
水
道
管
渠
施
設

の
改
築
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
十
五
年
度
か
ら

の
三
年
間
で
、
総
合
的
な
維

持
管
理
計
画
で
あ
る
「
合
流

区
域
・
管
渠
改
築
計
画
」
を

策
定
し
た
。
こ
の
計
画
に
よ

る
と
、合
流
区
域
の
管
渠（
延

長
約
一
〇
四
㌔
㍍
）
の
内
、

四
〇
㌔
㍍
程
度
の
改
築
が
必

要
で
あ
り
、
緊
急
性
の
高
い

も
の
か
ら
順
次
改
築
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
改

築
に
当
た
っ
て
は
、
老
朽
管

の
中
に
新
た
に
自
立
の
更
正

管
を
形
成
す
る
管
渠
更
正
工

法
を
採
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

議
員

駅
周
辺
地
区
以
外
の

区
域
の
老
朽
化
し
た
公
共
下

水
道
施
設
は
ど
の
よ
う
に
改

築
し
て
い
く
の
か
。

下
水
道
部
長

標
準
耐
用
年

数
に
近
づ
い
た
管
渠
の
敷
設

区
域
か
ら
管
路
状
況
を
調
査

し
「
管
渠
改
築
計
画
」
を
策

定
し
て
対
応
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
ポ
ン
プ
場

は
標
準
耐
用
年
数
が
一
五
年

で
あ
り
、
東
部
と
桜
ヶ
丘
の

ポ
ン
プ
場
は
改
築
を
実
施
済

み
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
ポ

ン
プ
場
は
老
朽
化
の
診
断
を

実
施
し
、
計
画
的
に
改
築
を

進
め
る
予
定
で
あ
る
。

議
員

生
活
環
境
の
改
善
等

を
図
る
た
め
、
数
集
落
単
位

で
汚
水
を
集
め
、
処
理
後
に

農
業
用
水
路
等
へ
排
水
す
る

農
業
集
落
排
水
事
業
の
概
要

を
伺
い
た
い
。

下
水
道
部
長

農
業
用
排
水

の
水
質
保
全
等
を
目
的
と
し

た
農
業
集
落
排
水
事
業
は
、

土
屋
地
区
と
吉
沢
地
区
に
農

業
用
排
水
や
家
庭
か
ら
の
排

水
を
処
理
す
る
施
設
を
建
設

し
、
各
家
庭
へ
の
管
路
施
設

を
一
〇
年
間
で
整
備
す
る
事

業
で
あ
る
。

議
員

土
屋
・
吉
沢
地
区
の

施
設
整
備
等
の
工
事
予
定
を

聞
き
た
い
。

下
水
道
部
長

土
屋
地
区
に

つ
い
て
は
、
十
八
年
度
に
管

路
施
設
の
工
事
に
着
手
し
、

二
十
・
二
十
一
年
度
に
処
理

施
設
の
工
事
を
行
い
、
二
十

二
年
度
か
ら
供
用
開
始
を
予

定
し
て
い
る
。
ま
た
、
吉
沢

地
区
に
つ
い
て
は
十
九
年
度

か
ら
管
路
施
設
の
工
事
を
開

始
し
、
処
理
施
設
の
工
事
は

二
十
一
・
二
十
二
年
度
を
予

定
し
て
い
る
。
な
お
、
総
事

業
費
は
五
一
億
円
余
を
見
込

ん
で
い
る
。

議
員

対
象
地
区
の
住
民
か

ら
受
益
者
の
負
担
額
の
軽
減

要
望
が
あ
る
と
聞
く
が
、
宅

地
内
の
設
備
工
事
に
対
す
る

助
成
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

下
水
道
総
務
課
長

宅
地
内

の
工
事
に
は
、
公
共
下
水
道

で
実
施
し
て
い
る
現
在
の
助

成
金
制
度
や
先
進
市
の
事
例

等
を
参
考
に
し
て
、
二
十
二

年
度
ま
で
に
規
則
を
制
定
し
、

助
成
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

議
員

国
の
新
た
な「
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
で

は
、
全
農
家
を
対
象
と
し
た

従
来
の
品
目
的
価
格
政
策
を

改
め
、
十
九
年
度
か
ら
農
業

の
「
担
い
手
」
を
効
率
的
で

安
定
的
な
経
営
を
目
指
す
農

家
や
法
人
な
ど
に
絞
り
、
経

営
に
着
目
し
た
品
目
横
断
的

な
経
営
安
定
策
を
導
入
す
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。
本
市
で

は
こ
の
「
担
い
手
」
の
要
件

と
な
る
農
家
の
経
営
規
模
は

ど
の
く
ら
い
か
。

経
済
部
長

経
営
規
模
要
件

の
特
例
に
よ
り
、
本
市
で
は

認
定
農
業
者
で
二
・
八
㌶
、

集
落
営
農
等
で
一
三
・
八
㌶

と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

議
員

担
い
手
の
育
成
と
確

保
に
む
け
た
本
市
の
方
策
を

聞
き
た
い
。

経
済
部
長

本
市
の
農
業
は

稲
作
主
体
の
土
地
利
用
で
あ

り
、
担
い
手
の
育
成
に
は
、

地
域
の
土
地
的
特
色
や
農
家

の
経
営
実
態
等
を
詳
細
に
把

握
す
る
必
要
が
あ
る
。ま
た
、

多
く
の
経
営
者
か
ら
の
農
業

に
対
す
る
意
欲
等
を
施
策
に

反
映
さ
せ
た「
平
塚
モ
デ
ル
」

の
よ
う
な
育
成
策
の
実
施
も

重
要
と
考
え
て
い
る
。
今
後

は
、
農
業
協
同
組
合
の
地
域

農
家
組
織
等
と
連
携
を
深
め
、

次
代
の
平
塚
農
業
を
担
う
人

材
育
成
を
図
っ
て
い
く
。

議
員

本
市
で
経
営
安
定
策

の
対
象
と
な
る
担
い
手
の
農

家
数
を
聞
き
た
い
。

経
済
部
長

規
模
要
件
の
近

似
値
で
あ
る
三
㌶
を
超
え
る

家
族
経
営
農
家
は
一
三
経
営

体
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

議
員

平
成
十
七
年
九
月
に

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
施
行
さ
れ
、
本
市
に
お
い

て
も
耕
作
放
棄
地
の
解
消
対

策
等
を
実
施
す
る
こ
と
と
な

る
が
、
市
内
の
遊
休
農
地
の

状
況
を
伺
い
た
い
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長

平

成
十
五
年
か
ら
十
七
年
十
二

月
ま
で
の
現
地
調
査
で
は
、

市
内
で
二
〇
一
件
、
約
一
一

㌶
の
遊
休
農
地
を
確
認
し
た
。

議
員

遊
休
農
地
の
発
生
防

止
や
解
消
に
向
け
た
対
策
を

聞
き
た
い
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長

農

地
所
有
者
に
は
随
時
、
意
向

調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
放

置
状
態
の
継
続
を
防
ぐ
た
め

に
耕
作
意
欲
の
あ
る
担
い
手

へ
の
貸
し
出
し
や
売
買
を
推

進
し
て
い
く
。
ま
た
、
体
験

農
園
等
の
実
施
も
模
索
し
て

い
き
た
い
。

議
員

相
模
川
河
口
で
、
砂

州
の
地
形
変
化
に
よ
る
航
路

閉
塞
等
を
防
ぐ
た
め
に
行
っ

て
い
る
中
導
流
堤
の
設
置
工

事
の
状
況
を
聞
き
た
い
。

経
済
部
長

十
七
年
度
に
本

体
工
事
六
五
㍍
を
完
成
さ
せ
、

十
八
年
度
に
一
五
㍍
を
施
工

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
合
計

で
全
長
八
〇
㍍
の
本
体
工
事

が
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

議
員

中
導
流
堤
の
設
置
に

よ
り
、
河
口
の
砂
州
の
形
状

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

経
済
部
長

河
口
部
の
構
造

は
大
変
複
雑
で
あ
り
、
自
然

条
件
の
変
化
に
よ
る
砂
州
の

一
部
流
出
が
考
え
ら
れ
る
。

流
出
し
た
砂
州
の
再
生
・
移

動
を
再
現
・
予
測
す
る
こ
と

は
困
難
だ
が
、
十
七
年
度
は

着
色
砂
を
数
箇
所
に
投
入
し
、

砂
の
動
き
を
調
査
し
て
い
る
。

議
員

相
模
川
河
口
で
の
レ

ジ
ャ
ー
利
用
者
の
船
舶
と
漁

船
等
と
の
事
故
防
止
対
策
を

伺
い
た
い
。

経
済
部
長
・
都
市
整
備
部
長

民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
で
あ
る
神
奈
川
県
水
難
救

済
会
平
塚
救
難
所
を
中
心
に
、

水
産
団
体
、
レ
ジ
ャ
ー
団
体

等
に
よ
る
水
上
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
、「
海
・
川
・
浜

の
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
」
を
配
布

し
て
い
る
。
今
後
も
各
団
体

と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、

地
元
漁
業
関
係
者
の
意
見
を

参
考
に
事
故
防
止
に
取
り
組

み
た
い
。

議
員

平
塚
の
夏
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
「
湘
南
ひ
ら

つ
か
七
夕
ま
つ
り
」
は
平
成

十
八
年
で
第
五
六
回
を
迎
え

る
。
こ
の
七
夕
ま
つ
り
の
開

催
期
間
を
、
昨
年
の
四
・
五

日
間
か
ら
今
年
は
四
日
間
に

短
縮
す
る
理
由
を
聞
き
た
い
。

経
済
部
長
・
商
業
観
光
課
課

長
代
理

昨
年
の
第
五
五
回

湘
南
ひ
ら
つ
か
七
夕
ま
つ
り

は
初
日
の
正
午
か
ら
交
通
規

制
を
行
っ
た
が
、
午
前
中
に

交
通
渋
滞
が
発
生
し
、
一
時

混
乱
が
生
じ
た
。
ま
た
、
社

会
状
況
や
市
民
要
望
も
多
様

化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
従
来

ど
お
り
五
日
間
の
開
催
と
す

る
か
検
討
が
行
わ
れ
、
湘
南

ひ
ら
つ
か
七
夕
ま
つ
り
実
行

委
員
会
に
お
い
て
四
日
間
の

開
催
と
決
定
さ
れ
た
。

議
員

七
夕
ま
つ
り
に
関
心

の
低
い
市
民
の
増
加
等
に
よ

り
、
さ
ら
に
期
間
が
短
縮
さ

れ
る
事
態
も
考
え
ら
れ
る
。

平
塚
の
財
産
と
し
て
存
続
さ

せ
て
い
く
た
め
に
は
、
子
供

た
ち
の
心
に
七
夕
ま
つ
り
を

平
塚
の
よ
き
風
物
詩
と
し
て

残
せ
る
よ
う
な
事
業
が
必
要

と
考
え
る
が
、
見
解
を
聞
き

た
い
。

経
済
部
長

七
夕
ま
つ
り
を

今
後
、
五
〇
年
、
一
〇
〇
年

と
継
承
し
て
い
く
た
め
に
は
、

子
供
た
ち
に
七
夕
ま
つ
り
と

触
れ
合
う
機
会
を
増
や
す
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
企
業
の
協
賛
等
に

よ
る
湘
南
ひ
ら
つ
か
七
夕
ま

つ
り
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
に

「
我
が
家
の
竹
飾
り
」
等
の

部
門
を
設
け
る
な
ど
、
各
家

庭
手
作
り
の
、
温
か
み
の
あ

る
小
さ
な
竹
飾
り
の
掲
出
が

増
え
る
よ
う
な
企
画
を
実
施

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

今
後
も
子
供
た
ち
の
心
に
七

夕
ま
つ
り
の
記
憶
が
残
る
よ

う
な
企
画
を
考
え
て
い
き
た

い
。

農
業
集
落
排
水
事
業

土
沢
地
区
で
実
施

市
内
の
遊
休
農
地

発
生
防
止
と
解
消
法

議
員

神
奈
川
県
立
平
塚
江

南
高
等
学
校
の
東
側
に
位
置

す
る
市
道
富
士
見
町
四
号
線

の
幅
員
を
三
㍍
か
ら
六
㍍
に

拡
幅
し
、
同
校
南
側
の
市
道

浅
間
町
南
原
線
（
幹
道
二
〇

号
）
の
歩
道
を
一
・
二
㍍
か

ら
二
・
五
㍍
に
拡
幅
す
る
と

聞
い
て
い
る
。
こ
の
計
画
に

つ
い
て
は
、
地
域
住
民
が
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
で
整
備

の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
検
討
経
過

を
伺
い
た
い
。

道
路
部
長

こ
の
道
路
整
備

に
関
し
て
は
、
平
成
十
七
年

四
月
に
富
士
見
町
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
が
中
心
と
な
り
、

一
九
人
の
メ
ン
バ
ー
に
市
職

員
三
人
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
参
加
し
、「
四
号
・
二

〇
号
線
道
づ
く
り
の
会
」
を

発
足
さ
せ
た
。こ
の
会
で
は
、

ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
助
言
を
得
な
が
ら
道
路
整

備
の
在
り
方
な
ど
を
話
し
合

い
、
交
通
量
調
査
を
実
施
す

る
な
ど
延
べ
一
〇
回
の
検
討

を
行
い
、
平
成
十
七
年
一
〇

月
末
に「
富
士
見
町
四
号
線
・

幹
道
二
〇
号
線
道
路
整
備
の

あ
り
方
」
に
関
す
る
提
言
書

を
市
長
に
提
出
し
た
。

議
員

提
言
書
の
内
容
は
道

路
整
備
の
設
計
調
査
委
託
に

反
映
で
き
る
の
か
。

道
路
部
長

市
で
は
提
言
内

容
を
基
本
と
し
て
、
県
や
江

南
高
校
の
意
向
把
握
、
学
校

関
係
者
と
道
づ
く
り
の
会
と

の
意
見
調
整
を
図
り
、
設
計

調
査
の
委
託
内
容
の
最
終
的

な
取
り
ま
と
め
作
業
を
行
っ

て
い
る
。

議
員

二
路
線
の
道
路
整
備

に
つ
い
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
伺
い
た
い
。

道
路
部
長

十
八
年
度
に
は

幹
道
二
〇
号
線
の
歩
道
整
備

を
先
行
的
に
実
施
す
る
予
定

で
あ
り
、
十
九
年
度
か
ら
富

士
見
町
四
号
線
の
歩
車
道
の

総
体
的
な
整
備
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

船
舶
等
の
事
故
防
止
策

（�）

富士見地区の道路整備
市 の 設 計 委 託 に
地 元 提 言 ど う 反 映

標準耐用年数迫り段階的に改築

平成��年（２００６年）�月��日
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ひらつか議会だより

規模拡大求められる耕作農地
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路
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全
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口
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中
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流
堤
施
工

第 ��� 号


	151-1
	151-2
	151-3
	151-5
	151-6
	151-7
	151-8

